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住宅地盤会社技術部長・執行役員／子会社役員〜一般社団法人理事〜現職

地震や地盤災害による被害が繰り返されず、悲しむ人が少なくなる社会造り

・大きな地盤災害（大地震等）発生時、被災地に現地入りしての被害調査・報道対応

東日本大震災、平成26年8月豪雨、平成27年9月関東・東北豪雨、熊本地震本震

西日本豪雨、胆振東部地震、福島県沖の地震、熱海土石流、横浜市土砂崩れなど

・地盤リスク〜災害に遭いにくい立地選び・住み方の啓発

・報道番組・専門誌等での災害被害、地震、地盤等に関する専門家として出演

NHKスペシャル、WBS、ワイドスクランブル、ひるおび、ゴゴスマ等に出演

・「地盤災害ドクター」ツイッター https://twitter.com/jibansaigai 2

https://twitter.com/jibansaigai


話題

・住宅にかかわる近年の地震・災害リスクのトピック

①川がなくとも起こる水害「内水氾濫」の課題

②ハザードマップがないとき役立つ便利ツール

③戸建て、マンションで気を付けるべき災害は？

④宅地の地震被害の教訓（造成地の宅地被害）
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近年、多発している水害が「内水氾濫」

川の洪水ではなく、排水できなくなった雨が低い土地に集まって発生する水害。

そのため、川がない高台でも、周りより低いところがあれば発生（動画は台地の上）4



https://twitter.com/JMBHBK/status/1571376794439421
958?s=20&t=_oIy1-732xK4IwBJL2vkRw

上尾市

新宿区 代々木公園

https://twitter.com/ALcartomika/status/1571360896475
340801?s=20&t=_oIy1-732xK4IwBJL2vkRw

越谷市

ＮＨＫニュースより

直近の台風14号に伴う雨による事例
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https://twitter.com/JMBHBK/status/1571376794439421958?s=20&t=_oIy1-732xK4IwBJL2vkRw
https://twitter.com/ALcartomika/status/1571360896475340801?s=20&t=_oIy1-732xK4IwBJL2vkRw


内水氾濫は、川がなくとも起こる「都市型水害」

家が倒壊するような被害にはなりづらいが、発生頻度は高い。

雨量によっては、想定される浸水の深さが1ｍ以上3ｍ未満、

想定によっては3ｍ以上5ｍ未満が想定されている地域もあり、

床上はおろか2階浸水の可能性もある
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「洪水（外水氾濫）」とは異なる。

川の水位が堤防を越えて越水、または堤防が決壊するなどで、

濁流が押し寄せる→ハザードマップの整備が進んでいる

（ただし、中小河川を想定したマップはまだ立ち遅れている）



「危険な場所が載ってない！」命守るハザードマップに大きな問題点
（RKB毎日放送） - Yahoo!ニュース

衝撃的なニュース記事

内水ハザードマップは整備が遅れている
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https://news.yahoo.co.jp/articles/b0b9e3b07cadcc6d05e2fb6ada8e026af71f5cab


洪水マップでは浸水が想定されていない地域（台地部）でも、
内水マップがあると浸水が想定される地域となる事例（松戸市の例）



洪水マップでは「家屋倒壊等氾濫想定区域」に要注意。
決壊した川の流れなどで家屋が流失する懸念のある地域です。

上 国交省中部地方整備局ＨＰより（枠を加筆）
左 松戸市やさシティマップより（枠を加筆） 10

https://www.cbr.mlit.go.jp/shizukawa/bousai/shinsui/pdf/reference45.pdf
https://www.sonicweb-asp.jp/matsudo/


ニュースで出てくる「〇〇市全域に避難指示」
これって市内の全員が避難するもの？
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警戒レベルと避難行動の表 「危険な場所から」全員避難
危険な場所でない人は避難不要、2階への垂直避難で済む人は2階でいい。
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13

だいち災害リスク研究所が推奨する避難の目安

※この表は目安です。
宅地ごとに基礎の高さなどに
より異なることがあります。

「逃げる 逃げない
水害」で検索！



だいち災害リスク研究所が推奨する避難の目安
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ハザードマップの想定区域外での被害も少なくない

出典：洪水・土砂災害で犠牲者はどのように生じているのか Yahoo!ニュース

「洪水」・「河川」犠牲者発生
位置と浸水想定区域の関係

（1999〜2018年）

「洪水」・「河川」犠牲者発生
位置と地形情報との関係

（1999〜2018年）

静岡大学による調査で、「洪水」、「河川（増水した川に接近）」によ
り亡くなった方の約6割は想定浸水区域外で遭難。いっぽう、遭難した場所
の92％は川沿いの低地（川と同じの低い土地の地形）で遭難していた。
※同調査では土砂災害でも24％が区域外で遭難
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https://news.yahoo.co.jp/byline/ushiyamamotoyuki/20200707-00186994/


水害のハザードマップがない時に便利なツール
国土地理院が無料で公開している「地理院地図」の断面図が便利

スマホでも操作可能。スマホ版では、①見たい範囲を選ぶ
②右上の ボタン→「ツール」ボタンを押して、③断面図ボタンを押す

①、② ③
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https://maps.gsi.go.jp/


④断面を切りたい始点をクリック（タップ）
⑤断面図の終点をダブルクリック（ダブルタップ）
すると、 ⑥断面図が表示される。
→東西南北等で断面を作って、周りよりくぼんでいるような場所であれば、
内水氾濫が起きやすい可能性が考えられる。

④、⑤ ⑥
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「自分で作る色別標高図」も便利。低い場所が色でわかる。

①見たい範囲を選ぶ ②左上の「地図」ボタンを押し、
③標高・土地の凹凸から、④自分で作る色別標高図を推す

①、② ③、④

18



⑤歯車ボタンを押すと自動でそのエリア内の標高の別で色分け例が出るので、
⑥「上記の内容で地図に反映ボタンを押す
⓻標高別で塗り分け地図が表示される。濃い青、青系は低い土地
→自分で⑥の数字を見たい標高に変えることもできる。

⑤、⑥ ⓻



さくら事務所では、「災害リスクカルテ」という
サービスを展開（税別9,800円）。
ハザードマップがなくとも個別の災害リスク、
宅地の被害想定と電話相談がついたサービス
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水害（洪水、内水、高潮）、土砂災害、
地震時の揺れやすさ、大規模盛土造成地、
津波のリスクについてプロが診断する
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災害リスク分析家屋の被害想定
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この災害リスクカルテ発行が2年間で300件を
超えたことから、発行物件の分析を実施しました。

いったい、どのようなリスクがある土地が多いのか？

戸建て住宅=204 マンション等=101
23



ｎ=317

水害リスク、地震時の揺れやすさが半数以上の場所で
リスクあり（揺れやすさは「標準的」）。
液状化が続き、土砂災害、さらに津波は限定的
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ｎ=204

ｎ=101

マンションと戸建て住宅でリスクに違いがあったのは、
水害リスク。マンションで20ポイント近く水害リスク
がある場所の物件が多かった。
→マンションは駅前やウォーターフロントなどに多い
影響か？機械室、防災室、立駐などの浸水に注意。
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ｎ=204

ｎ=101

地震時の揺れやすさはややマンションで揺れやすい側
が多かった。
→戸建ては若干「山の手」側に多い影響か？
ただし、揺れによる影響は戸建て住宅のほうが大きい。
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気象庁：令和元年12月 地震・火山月報（防災編）

M≧6.0 の過去 98 年間（1922〜2019 年）の中央値は 16 回／年

2011年は「東北地方太平洋沖地震」の余震の影響はあるが、
最近とくに著しく地震が多い（少ない）ということはない。
→地震はいつでも起こるという心がまえが必要。
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地震は増えている？



出典：震度別地震回数（都道府県データランキング） (uub.jp)

グラフの期間は2004〜2014年の10年間。その後、期間内に発生していなかった

北海道、山形県、大阪府、鳥取県、熊本県、大分県
で、2015年以降に震度６弱以上を観測。「地震が少ない」と言われる地域も含む。

→地震はどこでも起こるという心がまえが必要。

都道府県ごとの地震の回数（震度６弱～６強）

https://uub.jp/pdr/q/eq_7.html


（埋め立て地） 低地 台地 丘陵地 山地

盛土

津波
洪水 地盤沈下

盛土
液状化

旧河道・埋土

液状化

埋土

がけ崩れ

地盤沈下

土石流・
地すべり

ランクがAなどの場合でも、地震による危険がないことを示すものではありません

ランク A 低め B やや低め C 中程度 D やや高め E 高め

地盤増幅率 1.0未満 1.0以上 1.4未満 1.4以上 1.6未満 1.6以上 2.0未満 2.0以上

揺れにくい 揺れやすい

図の出典：横山芳春（2018）に加筆

内水氾濫

内水氾濫

数十年前 数千年前
数万～

数十万年前 百万年前～

高潮

地形と災害リスク・地盤の揺れやすさの関係
地形によって、概ね災害リスクや地盤の地震時の揺れやすさがわかる。
※実際には宅地ピンポイントでの評価が必要
山側はゆれづらい地盤が多いが、盛土造成地には要注意。
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J-SHIS MAPより

←揺れにくい 揺れやすい→

地震時の地盤のゆれやすさは、「J-SHIS MAP」がわかりやすい。表層地盤→地盤増幅率、

でみるとゆれやすさのマップが出るが、注意点が2点。

１．250m幅のなかの地形が代表点で示されており誤差が大きい、

２．「埋立地」なら全国の埋めたて地の平均値で、ピンポイントで調査した結果とは二倍、

半分以上結果が違うことがある。 ※関東地方は、メッシュ内実測値に修正されている

ハザードマップで「ギリギリセーフ」は地図の精度により、セーフでないことも

丘陵

低地

丘陵

丘陵

低地

丘陵

地理院地図より土地条件図

ハザードマップが「外れる？」
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2019年地盤工学会東北支部災害協定に基づく講習会資料(jgs-tohoku.org)

造成地では、木造建物被害の8割は盛土と、切盛境界で発生との報告がある。
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https://jgs-tohoku.org/academic/event/risk_akita2019_2.sato.pdf


2019年地盤工学会東北支部災害協定に基づく講習会資料(jgs-tohoku.org)

造成地宅地被害は、切土の被害に比べて盛土の地震動増幅で4倍、
盛土の変状で40～70倍に達するという報告がある。
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https://jgs-tohoku.org/academic/event/risk_akita2019_2.sato.pdf


道路

住宅

損壊

損壊

損壊

路面変状擁
壁
被
害

増幅率ランクB

増幅率ランクD

切り土地盤（丘陵地・台地）
＝被害が軽微だった

盛り土地盤（谷埋め盛土）
＝被害が大きかった

イメージ図 図の出典：横山芳春原図

切盛境界

切土と盛土の「微動探査」による計測事例

ある地震被災地で、2か所で微動探査を行った結果、増幅率の小さい場所は切り土地盤で被害

が小さく、増幅率の大きい場所は盛り土地盤で地下に非常にゆるい地盤があり、住宅の損壊

が大きかったことがわかりました。事前に揺れやすい地盤であることがわかっていれば、被

害を軽減できた事例です。
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地震の発生した9月6日は
横山が千歳市内（震度6
弱）に宿泊。
レンタカーと宿を確保し
て現地調査を実施。

清田区里塚１条の一角の
みに被害が集中。南西側
で住宅沈下や道路の陥没
が、北東側で砂の流出が
目立った。

昔の地図や航空写真と比
較すると、谷があった場
所と一致し、盛土が指摘
される。谷の上流側で土
砂が流出、陥没が発生し、
下流側にあふれ出たと考
えられる。

北海道胆振東部地震は「盛土地」に被害大



昔の谷の場所は、旧版地
形図や過去の航空写真で
読み取れる。
ただし、家1軒の精度は
難しいこともある

昔の谷筋は古地図も参考にすることができる
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地表断層位置
Shirahama et al. (2016)

益城町役場

線の間が周期0.5秒前後

熊本地震で被害の大きかった益城町で、家屋被害と微動探査による地盤の周期の関係を調べ

た、防災科学技術研究所主幹研究員・先名重樹博士による論文です。特定の周期の地盤（0.5

秒前後）の場所で被害が大きかった。地盤と建物が共振したことで揺れが大きくなり、被害

につながったものと想定されています。

地盤の「周期」による地震被害
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今後の地盤の地震に対する特性、

家屋の耐震性能の実測は「微動探査」

が非常に有効です

詳しくはこの後、戸成氏、佐藤氏より

詳しく紹介します。


